



On the Request Expression in Japanese Textbooks in China
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Abstract
In recent years, Japanese language education in China is trying to focus on cultivating 
communicative competence from the traditional grammar teaching mode. However, the current Japanese 
textbooks in Chinese University, it does not seem to keep up with the pace of change. This paper is 
trying to reveal the problems and shortcomings of request expression in the mainstream textbooks, 
which are widely used in Chinese University. 
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明J. r人物設定J• r用件J. r用例jという項目を




































































ると. r.新編日語』では. 1 0課の内. r昼」は7課で
あり. r夜Jはなに「不明jは3課ある. w現代日本
語』では 2課全部が「昼Jという時開設定である.












室Jが3回. r事務室Jが2回，そして I研究室J• 
「会議室J• r道J• r銀行J• r公園J• rキャンパ
ス」がそれぞれ1回，場面が特定できない「不明Jは
1回しか出てこなかったことが分かつた. r公園J• 
「銀行J• r道J• r会議室Jを除いて. r電話J• r研


























































それぞれ1凪 I用件レベル 1 Jはなかった.r基礎
日語』では， r用件レベルOJと「用件レベル1Jは



















































ては r-てくれJ• r-てくださいJ• r-でくださ
いませんかjのような r-テタレル系J• r-てもら












































































































































































































































































書が r~テクダサイj を f依頼I と呼ぴ，これ以外に
依頼の表現形式を散発的にしか扱っていないのは事実
であろう.とのととは，あるいは，初級段階で見落と
せないのは，依頼は単に r~テイタダケマセン力j と
いった言葉をμにすることではなく，談話の中に実現
される構造を持った総合的な行為だという事実である.
日本語を用いてこうした行為を適切に行うためには，
依頼表現の文法的構造を知ることだけでなく，ぞれを
はめ込む談話の構造を分析的に意識し，談諮を構成す
る単位の種類やその表現手段を習得することが必要な
のである〈
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